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がん対策について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・がん診療連携拠点病院を軸に化学療法等を整備している病院等によるがん診療提供体

制の充実、専門医療機関連携薬局

分野別協議会であるがん対策推進審議会の場を活用しながら検討してまいります。

今後より重要となる慢性腎臓病（CKD）対策について、記載してまいります。

第七次福島県医療計画の中間見直し時(令和３年度)における主な意見内容と対応の方向性について

意　　見 次期医療計画における対応の方向性

他の各計画との関係性について記載すべき。 総論部分に関係性を可視化した図の記載を検討いたします。
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医師確保計画の策定において、地域医療対策協議会等の場で検討してまいります。

地域医療対策協議会等の場を活用しながら検討してまいります。

地域医療対策協議会等の場を活用しながら検討してまいります。

医師の確保について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・指導医のリクルート、地域枠学生の状況、総合診療医の育成、専門医の定着、福島県

医業承継バンク

看護師の確保について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・卒後の県内定着、訪問看護師の育成、潜在看護師の復職支援、総合病院と中小病院の

看護職数の差

その他の医療従事者の確保について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・臨床検査技師や臨床工学士の目標値、救急救命士の確保、言語聴覚士の確保状況

分野別協議会である精神保健福祉審議会の場を活用しながら検討してまいります。

ACPなど患者側の視点に立った取組も検討すべき。 今後より重要となるACPに関する議論について記載を検討してまいります。

分野によって指標にばらつきがあり統一性がない。
ロジックモデルを活用し、指標の位置づけや施策との関係性を統一的に示せるよう策定してまいり

ます。

東日本大震災・原発事故による避難地域については、他地域とは別途記載すべき。
次期計画においても「東日本大震災・原子力災害からの復興・再生」の章を設け記載してまいりま

す。

二次医療圏ごとに異なる課題や対策を記載すべき。 二次医療圏ごとの現状・課題・対策等を考慮した内容とする「地域編」を追加します。

迅速で的確な医療提供のためICT活用を推進すべき。
各分野においてICT活用の取組について検討するとともに、医療DXについての記載を検討してまい

ります。

慢性腎臓病（CKD）対策に関する記載を検討してはどうか。

精神疾患対策について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・救急医療との連携、発達障がい診療等に関わる医師等の裾野を広げるためのかかりつ

け医等に対する研修の充実
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分野

第七次福島県医療計画の中間見直し時(令和３年度)における主な意見内容と対応の方向性について

意　　見 次期医療計画における対応の方向性
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今後より重要となる在宅リハビリテーションに関する記載について検討してまいります。

災害時医療について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・災害拠点病院の増加、JMATの活動、医療的ケア児の広域受入体制、薬事コーディネー

ター育成

分野別協議会である救急医療対策協議会の場を活用しながら検討してまいります。

救急医療について以下の点に関する記載を検討してはどうか。

・地域における初期救急や二次救急の充実、精神科医療との関係、小児救急におけるか

かりつけ医の役割や電話相談

感染症対策について、専門医や認定看護師などの育成やIHEATのような人材登録の仕組

みに関する記載を検討してはどうか。

分野別協議会である周産期医療協議会の場を活用しながら検討してまいります。

感染症予防計画の策定において、感染対策連携協議会等の場で検討してまいります。

分野別協議会である災害医療対策協議会の場を活用しながら検討してまいります。

リハビリテーションについて、在宅リハビリテーションに関する記載を検討してはどう

か。

分野別協議会である在宅医療推進協議会の場を活用しながら検討してまいります。

小児医療について、施設における看護職員の離職防止や定着化に関する記載を検討して

はどうか。

在宅医療について、在宅療養支援診療所・病院・後方支援病院等の整備や訪問診療・往

診の現状把握や課題に関する記載を検討してはどうか。


